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1:カラムはDB-WAXを使用した。

3:最終液量を200μLに変更した。

4:サロゲート溶液の濃度を0.5μg/mL、添加量を20μLとし、分析試料の濃縮を0.1mLまで行った。また、測定

機器としてGCMS-QP2010を使用した。

2:測定機器としてAutomassⅡ、カラムはDB-5MS（30m×0.32mm、0.25μm）を使用した。
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6:測定機器としてHP5890 Ⅱ plus、JMS-AMII 15、カラムは長さ30mを使用した。

＜注＞次に示す方法を採用した例もあった。

＜分析原理＞
  GC/MS-SIM

＜検出下限値＞
 【水質】（ng/Ｌ）

　 [4] 1.4

＜分析条件＞

  機器注6

   GCMS-QP2010 Plus注2 注4

  カラム

   BPX5注1 注2 注5

   60m×0.25mm、0.25μm 注2 注6

1,000mL Oasis HLB Plus
10mL/分

GC/MS-SIM

濃縮

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで注3  注4

脱水

Sep-Pak Dry ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ　5mL

ｻﾛｹﾞｰﾄ溶液添加
2,4-ｷｼﾚﾉｰﾙ-d3 2μg/mL　10μL

注4

[4]2,4-キシレノー
ル

【水質】

水質試料 固相抽出 脱水・溶出注5

5:固相抽出と無水硫酸ナトリウムによる脱水との間に、脱水・溶出ではなく別の処理を行った(窒素ガス通気

45分により脱水を行い、アセトン5mLで溶出し、窒素パージにより1mLまで濃縮し、ヘキサン10mLに転溶し

た)。また、カラムはDB-5MSを使用した。


